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長谷川 洋 (京大理)

第一回東東夷の学校 と同藤今回 も物性研究誌上をお借 りして事務報告と各講

義内容の要約をさせて汗ただきましたO要約は_原則 ととしてそれを担当され

た方々の裁量にお任せし､場合によっ七は客観点を再乳 場 合によっては主観

を記述にを りましたがそれでよいと考えていますQ講義あ との質疑応答は国際

夏の学校にふ さわしい価値の高いもので.他に記録の機会が貴い以上t是非 こ

こに収録 したかったのですが果せ ませんでした｡ (･一例として秋元さんと協力

して記録したJ･G.Phi･llips とのdiscussion を衡覧下さいO.)Bo女,

Hopfield/Phillips,月aken の四民は早い時期に原稿が とどき.要約紐

便宜を得ました,o M･LIaX 氏の講義内容は数学的に高度 を､ものでこれを追 うこ

と示出来 ませんセ したa一徹諒承下さい｡国内か らの二講師 (豊沢.黒沢両先生.)

の分については御 自分 に要約 していただくのが最 も徹底するという見地か ら衡

家 中の時間を割いて原稿を書いて亘ただ一きましたQ こt'近誌上をお借 りして 感J

謝の意を表しますQ最後に本年度夏の学校組織委員として録音を担当され た方

々とr要約を担当された方々にお礼を申し上げますO
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